














胎児には,配偶子の形成から分娩に至るまでの過程で,様々な発生異常が生じる可能性があ

る。妊娠期間は胎児にとって一個の個体にまで発達する重要な期間で,その間に発生した

形態異常や先天性代謝異常・内分泌異常などは,胎児・新生児の発育・発達に多大な影響

を及ぼすと考えられる。胎児異常の中には染色体異常,遺伝性疾患など原因が明らかな場

合もあるが,むしろ多因子遺伝や原因の特定が困難な異常による発育・発達障害が多く,そ

れらの診断は周産期医学の重要な課題の一つである。したがって,産婦人科学的観点から

みると,発達障害児の出生の予防には,妊娠以前の母体の管理や遺伝相談に加えて,妊娠期

間中に発生する胎児の異常・妊娠の異常をいかに早期に発見し治療の対象とするかが重要

である。

胎児出生前診断は,超音波断層法,CT スキャン,MRI-CT などによる形態学的な画像診断と羊

水穿刺,臍帯穿刺,絨毛採取などから得られる胎児情報に基づく臨床検査的診断に大別され

る。臨床の場では両者の併用により出生前診断が行われているが,臨床検査的診断は必ず

しもすべての医療機関で実施されているわけではなく,その実態を把握することは今後の

出生前診断の在り方を探るうえで重要であり,また周産期医療の向上にもつながるものと

思われる。

昨年度我々の分担研究班では,全国の各大学産婦人科学教室ならびに当分担研究班に所属

する施設を対象として,胎児出生前診断の件数ならびに適応となった疾患についてアンケ

ート調査を行い報告した。今年度も同様の調査を行い,胎児出生前診断の現況について検

討したので報告する。


